
戸田市政策秘書室長 梶 山 浩
（戸田市政策研究所副所長）

平成29年10月2日
第1回住民がつくるおしゃれなまち研究会資料

埼玉県戸田市を俯瞰する

～研究会設立に至った戸田市が描くまちの将来像～

埼玉県戸田市の概要
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神奈川県 千葉県

東京都

茨城県
埼玉県

群馬県 栃木県

戸田市
(18.19㎢)

「人の利」

・総人口

→ 137,320人(平成29年1月)

・平均年齢

→  40.2歳(平成29年1月)

22年連続県内第1位

・高齢化率

→ 15.7％(平成29年1月)

・年間人口流動(平成28年中)

→ 転入10,568人 転出9,231人

「地の利」

・戸田公園駅⇔新宿駅 埼京線で約20分

・東京外郭環状道路美女木ジャンクショ

ンを起点。東北道⇔常磐道⇔関越道⇔

中央道⇔東名道のすべてに連結

「地域資源」

・昭和39年東京五輪の漕艇会場「戸田漕艇

場」があり、周辺には大学等の艇庫や合

宿所が立ち並ぶ(27か所)
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「財政力」

・平成29年度当初予算額(一般会計) 500億3千万円

・普通地方交付税不交付団体 35年連続

・単年度財政力指数(平成29年度)  1.234



埼京線開通から約30年間の人口推移
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人

年

人口

約30年間で約６万人の人口増

埼京線
開通

(昭和60年)
昭和60年1月1日現在

75,299人

10万人
突破

(平成8年)

13万人
突破

(平成25年)

平成29年1月1日現在
137,320人

出典:戸田市「人口統計速報」

平成29年10月2日

住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数
（平成29年1月1日現在）（総務省平成29年7月5日発表）
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生産年齢人口割合の大きい市区(日本人住民) 老年人口割合の小さい市区(日本人住民)

出典:総務省「住民基本台帳人口移動報告」
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平成27年国勢調査

戸田市 5
出典:平成27年国勢調査(一部加工)

5歳階級別人口データから分析するムーブメント
(平成17年～22年/平成22年～27年)
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20～24

歳

25～29
歳

30～34
歳

35～39
歳

40～44
歳

45～49
歳

50～54
歳

55～59
歳
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歳

65～69
歳

2010-2015 131 123 1,033 2,432 1,661 1,374 734 376 235 544 259 67 △ 33

2005-2010 △ 814 △ 513 466 2,363 1,715 856 △ 391 △ 766 △ 452 △ 83 △ 173 △ 427 △ 438
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年間転入10,568人
年間転出 9,231人

出典:国勢調査



戸田市政策研究所の設置経緯

◆ 平成20年度の大規模組織改正により設置

◆ ❖トップマネジメント機能の強化

❖トップ層の政策決定の補佐機能充実

⇒ 平成20年度に戸田市政策研究所設置(市長直轄組織)

◆ 目的:市政に関する総合的な調査研究を行うため、

➊ 市の政策及び施策の調査研究

➋ 市の政策及び施策の提言 に関することを所掌事務とする

➌ 市長公約の進行管理 (戸田市政策研究所設置要綱)

❹ 市長公約と行政計画との整合

◆ 研究テーマ:❖中・長期的行政課題

❖未着手の行政課題

❖今後行政として何らかの対応を要すると思われる事項
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前提:

人口争奪戦とも言える都市間競争の時代を勝ち抜くためには市全体の
政策形成力の向上が不可欠な要素になる(＝特に若手職員の人材育成)
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※ が戸田市政策研究所

市長

副所長

（政策秘書室長）

研究員

（政策担当職員）

研究員

（秘書担当)

(広報・広聴担当職員）

ワーキングチーム

（未定）

所長（副市長）

連携提言依頼

まちづくり戦略会議 政策形成アドバイザー

（学識経験者）

助言連携

庁議

主任研究員

（政策秘書室担当課長・副主幹）

プロジェクトチーム

（共同研究で設置、9名）

組織体制(平成29年度)

戸田市 8



平成29年10月2日 戸田市 9

２つの機能と５つの事業

大都市近郊型自治体の価値を高める6要件

1 Convenience(便利) 評価:
職場や学校への移動が短時間ででき、買い物などの利便性が高いまち

2 Environment(環境) 評価:
都市基盤が整備され利便性が高いにもかかわらず、身近に緑と水が感じることのでき

る環境が存在する快適なまち

3 Safety(安全) 評価:
犯罪や交通事故が少なく、万全な防災体制が準備されている安全なまち

4 Medical care(医療) 評価:
子供から高齢者までの医療体制が充実し、いつまでも健康で安心して暮らせるまち

5 Education(教育)        評価:
質の高い子育て支援サービスが提供されるとともに先進的独自的な教育が展開され、

高いレベルと安定的な学力が約束されるまち

6 Sophisticated(洗練)   評価:
シンプルかつデザイン化された街並みと、文化や芸術で洗練されたまち
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★★★

★★★

★★ ←取組中

★★★

★★★

★★ ←平成29・30年度調査研究
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芽生えつつあるおしゃれな空間・イベント

音 色 光 香

戸田市の描くおしゃれなまちの将来像

これらを戸田市版の「おしゃれ」要素に位置づけ、おしゃれなまちの実現に
向け、市主導でなく市民がまちづくりを企画・運営する機運を高める。そして
、参画意識が高まることでシビックプライドの醸成を育み、ひいては、交流・
定住人口の増加が期待される。

また、今回の共同研究に基づく実践的な取り組みを、全国へ発信・普及でき
るよう汎用性を確保する。
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➊ 彩湖・道満グリーンパーク、戸田ボートコース、笹目川などの水

辺環境を活かし都会の喧噪から解放される憩いの空間がある都市

➋ 休日に若い女性が好んで訪れる華やかさとムーディーな雰囲気を

併せ持つ都市

➌ 若者たちの自由な発想が尊重され、起業やイベント開催など寛容

性と多様性のある都市

❹ すべての世代のライフスタイル実現が保障され、日々の生活が充

実する都市 など


